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平成26年度愛知県公立高等学校入学者選抜（全日制課程Ｂグループ）におけ

る理科の学力検査問題について

第４時限理科の問題文の中に、次のとおり適切ではない表現があることが、高等学校の

教員からの指摘により判明しました。

１ 内容

理科の問題、６ページにある４の問題文における「電圧計、電流計、導線の抵抗は無

視できるほど小さいものとする。」との表現は、電圧計、電流計、導線の抵抗の影響は

考慮しなくてよいことを示そうとしたものであった。しかし、電圧計の抵抗は、他の抵

抗に比べて大きいことが通常であるため、「小さいものとする」という表現は正確な表

現ではない、というものである。

２ 対応

この問題では、〔実験２〕の結果を表した図３のグラフや〔実験３〕の結果を表した

表が示されているため、受検生は実験結果から解答を導き出すことができる。中学校に

おける学習状況を踏まえると解答上の支障はないため、公表した正答のとおり採点する

こととする。






